






要約:北海道(札幌市および札幌市を除く北海道)において. 高速液体クロマトグラフィ

(HPLC)法を使用した神経芽腫マススクリーニングの疫学的効果を, 出生コホートの発生と

死亡を指標として検討した. スクリーニング実施前の群の 1～4 歳における発生率は出生

10 万対 8.43 であったが, HPLC 受検群では, 札幌市においても. 札幌市を除く北海道に

おいても, 約 5.5 と低下していた. これら発生例の致死率は, 実施前群も受検群も約 80%

であって, 治療の進歩の寄与は大きいものではないと考えられた. マススクリーニングを

実施しない場合の 1～4 歳発生率は出生 10 万対 10 前後と考えられ,HPLC を使用したスク

リーニングの実施により, 1～4 歳における発生率・死亡率を約 4 割程度減少させること

ができるものと思われた.


